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【調査研究の概要】

・輸入した遺伝子組み換え（GM）作物の種子が輸送途中などでこぼれ落ちて、道路わきなどに GM 植物や

交雑種の自生が広がっている状況を食い止めようと、2005 年から市民による全国調査を実施している。

・2013 年度の隠れ GM ナタネ調査の結果は以下の通り。

①調査個所：茨城県鹿島港、千葉港、四日市港及び国道 23 号線沿い、名古港、大阪府堺市など神戸港周辺、

岡山県水島港周辺、熊本県水俣市、福岡市箱崎埠頭周辺の 9 地域。

②確認された隠れＧＭナタネ：四日市港及び国道 23 号線沿いで採取した 15 検体中 7 検体、福岡市箱崎埠頭

周辺で採取した 22 検体中 3 検体の計 10 検体が二次検査でも「隠れ GM ナタネ」と判定された。

【調査研究の経過】

2013 年 3 月～6 月：博多港、千葉市稲毛区、大阪府堺市、茨城県鹿島港、熊本県玉名市、岡山県水島港、千葉市千葉港付近、

兵庫県神戸港、四日市港および国道 23 号線沿いセイヨウナタネ採取・検査

6 月 ：農民連食品分析センターにてＰＣＲ検査を行う

7 月 6 日：東京・御茶ノ水にて「2013 年ＧＭナタネ自生調査全国報告会」

9 月 9 日：参議院議員会館にてＧＭナタネ自生調査院内学習会

2014 年 2 月 13 日：参議院議員会館でのメディア懇談会でＧＭナタネ自生調査報告

【今後の展望など】

・隠れＧＭナタネは、ＧＭナタネの自生が進み、多年草化した個体が多く確認される地域に集中していることが

昨年の調査からわかってきたので、2014 年度の調査は対象地域を、三重県四日市港及び国道 23 号線沿いおよ

び福岡市箱崎埠頭周辺に絞る。環境省との共同調査として、簡易キットで陰性と判定した個体を農民連食品分析

センターでＰＣＲ検査を行う。その結果、陽性と判定した個体を国立環境研究所に送る。国立環境研究所は、免

疫クロマトグラフィとＰＣＲを行うとともに原因を解明するために、発現に関する部分の塩基配列を確認する。

・10 月に韓国で開催される「生物多様性条約／カルタヘナ議定書第 7 回締約国会議」の開催前に、国内で学習

会を開催するとともに、韓国での条約会議でも調査結果を報告し、汚染を防止する国際的ルールの策定を訴える。
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